世田谷区奥沢の平井邸(旧若目田利助邸,昭和5,6年築)について --昭和戦前の住宅に関する研究-- by 堀内 正昭 et al.
はじめに
世田谷区奥沢2丁目に，今回調査した平井邸がある。同
邸へは，東急大井町線の自由が丘駅（東横線も乗り入れ）と
緑が丘駅，そして東急目黒線の奥沢駅が利用でき，各駅か
ら徒歩10分以内という交通の至便な住宅街に位置してい
る（図1）。
平井邸を調査することになったのは，奥沢在住の鈴木仁
氏（NPO法人土とみどりを守る会理事）の紹介による。
筆者は平成25年11月から翌26年1月にかけて，同じ
奥沢2丁目にあった松居邸を調査し，論考を本「学苑」紀
要に発表した1）。その際，鈴木氏から奥沢にかつてあった
海軍村に関する資料をいただいた。同紀要を鈴木氏に差し
上げたところ，氏より知人の平井進氏が自宅の歴史的価値
に関心を持っているとの知らせを受けた。
その後，平井氏と直接連絡を取り，調査のお伺いをする
と，「松居邸については，かなり詳細に調査されています
ね。うちの場合，建築時の図面は残っています。家をどう
―２―
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するかまだ決めていませんが，このように調査して報告書
が残るのであれば，家も喜ぶでしょう。」との言葉をいた
だいた。
平成26年12月11日，紹介者の鈴木氏と共に平井邸を
訪問した。調査員，日程ならびに調査内容は以下の通りで
ある（肩書は調査時のもの）。
調査員】
金谷 匡高（法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻 博
士課程3年）
武藤 茉莉（昭和女子大学大学院生活機構研究科生活機構学専
攻3年）
小林 眞衣（昭和女子大学生活科学部環境デザイン学科3年）
飯田 美帆（同上）
鈴木 梨紗子（同上環境デザイン学科2年）
福岡 寿乃（同上）
日程ならびに調査内容】
2月15日:聞き取り，写真撮影，創建時の図面を基に現状
平面図のスケッチ
2月22日:平面図の実測ならびに展開図のスケッチ
2月28日:展開図の実測，断面図のスケッチ
3月 5日:配置図のスケッチ，展開図の実測
3月 8日:断面図の実測，痕跡調査
このように，平井邸の悉皆調査を通じて現状図面を作成
するとともに，本稿では以下の諸点を明らかにする。
① 建築年の特定
② 創建時の施主をはじめ当該住宅に関係した人々の経歴，
部屋の使い方等
③ 聞き取りならびに痕跡調査結果に基づいた現在までの
建物の歴史
④ 文献調査ならびに既往の研究成果を踏まえた平井邸の
建築上の特徴
1.家屋概要
平井邸は木造2階建てで十字路の角地にあり，敷地の南
ならびに西側が通りに面する（図2）。建物の西側に車寄せ
を持つ玄関がある（図3）。玄関部の腰壁は縦羽目板と押縁
下見で，その上を漆仕上げとし，その右手（南）に洋間
が張り出す。洋間の外壁はモルタル仕上げで，窓に鉄格子
が付く。玄関部分の押縁下見は建物の南面，東面，北面に
も用いられる（図4～6）。
間取りについては（図7，8），玄関土間に続いて玄関の
間があり，南に応接室を置く。玄関の間から東西に長い中
廊下を設け，中廊下の北側に西から，便所2ヶ所，内玄関，
化粧室，洗面所，浴室，女中室が続き，台所に至る。建物
の南側には，居室，もう一つの廊下を挟んで主婦室，茶の
間があり，それら3室の前を縁側とする。2階には，8畳
と4畳半の和室のほか納戸があり，南に縁側（広縁）を設
ける。
屋根については，上階ならびに下階の玄関部を入母屋造
り，かつての女中室を切妻造りとするほかは，寄棟造りで
ある。主として桟瓦葺きであるが，洋間をトタンの瓦棒葺
き，1階南側の下屋をトタンの横葺きとする。
床面積は1階174.9m2（52.92坪），2階54.8m2（16.58坪），
計229.7m2（69.50坪）である。
―３―
図1 平井邸の位置（上が北）
―４―
図2 平井邸の配置図
図3 平井邸西側正面
図4 平井邸南側
図5 平井邸東側
図6 平井邸北側
―５―
図7 現状1階平面図（部屋名は創建時の図面に倣う）
図8 現状2階平面図
2.平井進氏からの聞き取り
平井進氏によると，昭和7（1932）年に若目田利助が当
該住宅を建て，祖父の健吉が昭和29（1954）年に買い取っ
たという。
若目田利助については後述することとし，まず平井家に
ついて記す。
祖父の平井健吉は，香川県小豆島で油と素を製造す
る庄屋格の家に明治33（1900）年に生まれる。東京帝国大
学農学部を卒業後，日本勧業銀行に就職する。各県の支店
長を経て，同常務となる。その後，日本勧業証券，東邦モ
ータース会長，日本塩回送社長（香川県発祥の会社）を歴任
する。平成5（1993）年死去2）。
当該住宅は昭和29年以前に日本勧業銀行の社宅となり，
平井家は昭和26年頃から入居をはじめ，健吉が定年にな
ったときに買い取ったという。
父の平井弘は，奥秩父の神官の家系に大正8（1919）年
に生まれる。東京帝国大学法学部を卒業し，軍役後，日本
発送電と関西電力に勤務する。55歳の定年後この奥沢の
家に移り，祖父と同居する。平成26年死去。
平井進氏（昭和22年生まれ）は，幼稚園に行く前の一時
期当該住宅に居たが，父の都合で兵庫県西宮市に移る。昭
和45（1970）年に大阪大学を卒業し，ソニーに入社する。
そのときに奥沢の家に移り，結婚する昭和50（1975）年ま
で住む。
なお，健吉は戦時中，わが国の外交官小村寿太郎（1855～
1911）の三宅坂にあった家に住んでいたという。
平井家の3世代が同居していたのは，昭和29年に健吉
が買い取るまでの3年ほどで，そのとき，祖父母，克子
（健吉三女），両親の弘と乙子（健吉長女），そして進氏の6
人で，ほかに女中が住み込みで居た。
部屋の使い方については，正面の玄関は客用で，家族は
内玄関を使用した。女中は台所から出入りした。1階の応
接室は客間で，話好きの祖母が使用した。居室では祖父が
囲碁を打っていた。主婦室は祖父母の寝室で，ベッドを2
台置いていた。両親ならびに幼い進氏は2階の8畳間，克
子は2階の4畳半を使用した。2階の縁側（広縁）では洗
濯物を干していた。2つある便所は，玄関に近い方が来客
用であった。
女中については，中卒の小豆島出身者を雇っていた。昭
和 50（1975）年頃まで住み込みで，それ以後は平成 11
（1999）年に母が亡くなるまで，週2～3日の通いであった。
昭和29（1954）年頃，父が日本発送電から関西電力に移
ったときに，祖父母と女中の3人となった。その後，同じ
小豆島から祖母の甥が2人，それぞれ時期は異なるが東京
の大学に通うため，入れ違いに2階4畳半を使用した。
なお，もともとの持主であった若目田利助の息子の若目
田利夫が父と同じ会社の人であったという。
以上の聞き取り内容を登記簿で確認すると，「昭和貮拾
五年拾月参日（略）日本勧業銀行ノ為メ所有権ノ取得ヲ登
記ス」，そして「昭和貮拾九年七月拾弐日（略）平井健吉
ノ為メ所有権取得ヲ登記ス」との記載があった。
つまり，昭和25年10月3日に日本勧業銀行の所有（社
宅）となり，昭和29年7月12日に平井健吉が買い取った
ことが裏付けられた。この記載は，昭和26年頃に平井家
が入居したという進氏の記憶と符合する。
平井家入居後，現状を変更する主な改築は以下の通りで
ある。
・昭和50年代，応接室南側の出入り口を閉じ，浴室の北
側出入り口を埋める。また，同年代に，大谷石の門柱を
タイル張りのものに，木製の門扉を鉄製のものに代える。
・平成8（1996）年，茶の間を板張りとし，新たにキッチ
ンを設ける。それに伴い台所を改修する。応接室の陸屋
根に屋根を付ける。
・平成10（1998）年，応接室の窓，台所の勝手口をサッシ
に更新するとともに，応接室の床下を修理する。
・平成16（2004）年，化粧室と女中室を板張りにする。
3.若目田利助について
当該住宅の住居表示から登記簿をってみると，「昭和
六年拾弐月弐日，若目田利助ノ為メ所有権ヲ登記ス」との
記載があった。
では，昭和6（1931）年12月2日に当住宅を登記した若
目田利助とは誰なのか。同姓同名の別人の場合もあるので，
それに留意しながら各種人名辞典と紳士録を調べてみた。
『昭和人名辞典』に，若目田利助に関する次の記載があ
った。「正五勲五 日本通信工業（株）社長 三和電気土木
工事（株）取締（略）世田谷区玉川奥澤町一ノ四四七
（略）」3）
因みに，紳士録には，「川北電気土木工事，京都電機各
（株）取締，日本放送協会関東支部理事，世田谷区玉川奥
澤，一ノ四四七」4）と書かれていた。ここに記された住居
表示奥澤1ノ447は，当該住宅の町名変更前のものである。
この人名辞典に記された経歴の持ち主こそが，同住宅の施
主である。
『大正人名辞典』にさらに詳しい経歴があったので，以
下そのまま引用する。
「正五位勲五等 工学士 川北電機製作所（株）取締役（略）
東京市町区上六番地三一 （略）（会社）町区永楽町一
ノ一 海上ビル内電丸ノ内一六九〇
―６―
君は栃木県人若目田晋三郎の長男，明治十二年十二月を
以て生る。三十五年東京帝国大学工科電気科を卒業し，電
話事業研究の為英米に留学し，通信局工務課長，大阪郵便
局電話課長，逓信技師等に歴任し，曩に日本電話工業会社
の専務取締役たりしことあり。現に川北電機製作所取締役
たり（略）」5）
文中の留学については，若目田は公費で，イギリスとア
メリカに明治42（1909）年7月から明治44（1911）年1月
まで滞在している6）。
経歴のなかの日本電話工業会社は，社名変更して日通工
株式会社となり，さらに社名を変えて現在に至っている。
この日通工時代の社史に，若目田利助に関する詳細な記載
があった。以下，同社史から若目田利助の経歴等を要約す
る7）。
若目田利助は明治12（1879）年12月，栃木県塩谷郡矢
板町に生まれる。明治35（1902）年7月，東京帝国大学電
気工学科を卒業後，逓信省に入省する。明治40（1907）年，
功により勲五等瑞宝章を受賞する。明治42（1909）年より
1年間，欧米に留学し，大正6（1917）年末には，逓信技
師とともに逓信官吏練習所を兼務する。
同年，大学同期生の川北栄夫が川北電気企業社（創業明
治42年）内に日本電話工業を置くことになり，川北は若目
田を招く。若目田は逓信省を退官し，大正7（1918）年，
日本電話工業の代表取締役に就任する。
なお，若目田は逓信省に勤務していたとき，『電気学の
手ほどき』，『電気技術者用電話学』など多数の著作を残す。
当初，日本電話工業は大阪市北区に置かれた。同社は昭
和7（1932）年，大阪市此花区に本社を移す。このとき若
目田自身は，東京放送局（現日本放送協会）設立にも名を
連ね，逓信協会理事，電信電話学会幹事のほか多くの役職
を兼ねている。
昭和12（1937）年，日本電話工業は他社と合併し，日本
通信工業株式会社が設立される。若目田は取締役社長とな
り，本社は東京市町区丸ノ内に置かれる。また，神奈川
県川崎市に関連の新工場が建設される。
昭和20（1945）年4月，高齢を理由に若目田は辞任する。
昭和35（1960）年7月17日，80歳にて逝去。
4.図面資料について
当該住宅の関連資料については，平井家に以下8点の図
面がある。No.1～7までは青図，No.8は方眼紙に書かれ
ている（単位はmm）。
No.1若目田邸新築設計図 縦548×横787
No.2若目田邸新築設計図 縦375×横536
No.3若目田邸新築設計図 主要間内部見附立面図
縦790×横545
No.4配置図 縦265×横380
No.5新築電燈配線図 縦548×450
No.6（図面の名称記載なし）電燈配線図 縦555×横466
No.7緑ヶ丘社宅 縦312×横476
No.8常務社宅（平井常務）候補 縦400×横550
これらの図面には建築年の記載はないが，No.1から3
は，若目田邸という表記から創建時の図面である。No.4
には道路（公道）と敷地のほか，建物1階の外壁が示され，
住居表示は「玉川村奥沢447若目田利助」となっている。
若目田の記載とともに，昭和7年に世田谷区の成立により
同表示は「玉川町奥沢」になるので，それ以前，すなわち
創建時の図面である。No.5の新築電燈配線図は，新築の
文字の前の箇所（おそらく若目田邸と書かれていた）が切り
取られている。部屋名はNo.1と一致するので，創建時の
図面と考えられる。
No.6は「奥沢1－453」の住居表示から，町名が変更さ
れた昭和45（1970）年以後のものとなる。No.7とNo.8
は，社宅という表記から，日本勧業銀行が購入した昭和
25（1950）年から平井健吉が買い取る昭和29年までの図
面となる。以下，本稿では創建時の図面（No.1から3）と
社宅時の図面（No.7と8）を紹介する。
なお，関連資料には家族写真（アルバム）があり，適宜
利用する。
4－1.創建時の図面
1.若目田邸新築設計図（No.1）
1階平面図ならびに東西南北の各立面図が描かれ，1階
平面図の上に2階平面図を貼り重ねている。いずれも縮尺
は100分の1である。
平面図には部屋名称をはじめ，諸室ならびに建具につい
ての書き込みがある（図9～14）。
なお，図面上では，応接室に赤字で「施行規則第二七條
但書ニ依リ地方長官ノ許可ヲ受ケル部分」の記載がある。
施行規則というのは，大正8（1919）年に制定された市
街地建築物法のことで，その施行規則第27条の内容を以
下に記す8）。
屋根ハ耐火構造ニ非サルトキハ不燃材料ヲ以テ覆葺スヘ
シ但シ「モルタル」塗，漆塗ノ類ヲ以テ覆葺セムトスル
トキハ地方長官ノ許可ヲ受クヘシ（略）
つまり，応接室上のモルタル仕上げの陸屋根への施工規
則となる。
2.若目田邸新築設計図（No.2）
同図面は「基礎断面図」，「二階小屋組平面図」，「二階梁
組及下屋小屋組之平面図」，そして「基礎及土台配置図」
―７―
であり，とくに通し柱には四角の囲い込みをして，他と区
別している。
3.若目田邸新築設計図 主要間内部見附立面図（No.3）
縮尺50分の1で，以下の諸室の展開図である。
「応接室 洋間」，「居間 八」，「主婦室 六」，「茶ノ間 六」，
「二階 四五」，「二階 八」，「台所」（原文のまま，漢数字は
畳数）
―８―
図9 創建時の1階平面図
図10 創建時の2階平面図
―９―
図11 創建時の東立面図 図12 創建時の西立面図
図13 創建時の南立面図
図14 創建時の北立面図
4－2.昭和25年から同29年までの図面
1.緑ヶ丘社宅（図15）（No.7）
同図面は，配置ならびに1階と2階平面図で，以下の記
載がある。
当社5 緑ヶ丘社宅（平井常務）
場所 世田谷区玉川奥澤町1丁目453
敷地 所有地 177.00坪
建物 1階 52.92坪，2階 16.58坪，計69.50坪
物置 1.12坪
附帯 電話 水道 瓦斯
その他，敷地境界に以下の記載がある。
北側:トタン塀，西側:生垣（建仁寺垣），南側:生垣
（建仁寺垣），東側:板塀
2.常務社宅（平井常務）候補（No.8）
同図面はA2サイズの方眼紙に鉛筆で手書きされたも
ので，以下の説明書きがある。
場所 世田谷区玉川奥澤町 1丁目 453 若目田利助 電
（02）2131
環境 中流及上流住宅地帯
交通 当行ヨリ省線大井町線利用徒歩10分共50分内外
建物 木造瓦葺 2階建 延 69.50坪（1階 53.25坪。2階
16.25坪）
附帯 水道8ヶ所 瓦斯8ヶ所 電話付
建築 昭和7年ニテ中等一部上等ナリ
保守 保守悪ク各所修理ヲ要ス
敷地 建物付売地 177.00坪
仲介 直接ニテ可
結論 相当破損ヶ所アリ且間取的ニ否能率ナ建物ト思考
スルニ付評価以内ナレバ良好ト認メルガ急ヲ要セザレバ他
ニ物色スルヲ得策ト認ム（下線筆者）
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評価項目 価格（円）
土地 1,200×177＝212,400
建物 15,000×69.5＝1,042,500
電話 50,000
応接セット1式 100,000
計 1,404,900
修理 門扉及塀改造 40,000
屋根及廻り 30,000
畳襖修理 30,000
木部及建具廻 40,000
壁塗及水性 50,000
灰洗ヒ 25,000
電気水道下水 25,000
其他 10,000
計 250,000
図15「緑ヶ丘社宅」と呼ばれた平井邸
その他，図面には，境界の北（トタン塀），西（生垣），南
（四つ目垣），東（四つ目垣）の記載がある。
なお，上の価格を現在の値段に換算してみる9）。例えば
公務員大卒初任給で昭和29年と現在とを比較すると，約
21倍である。当該の土地一坪は2万5千余円，築20年の
中古住宅は2200万円弱となる。
これら2図面と創建時の図面には，部屋名称に次のよう
な違いがある（表－1:漢数字は算用数字に改めた）。
「緑ヶ丘社宅」と「常務社宅」に記されていた敷地境界
の仕様については，北側のトタン塀のみが同一であり，前
者の建仁寺垣（西と南）と板塀（東）は，後者では生垣（西）
と四つ目垣（南と東）に代わっている。
現在，トタン塀は敷地北東隅の物置近くに，また四つ目
垣の一部が残っている（図16，17）。平井氏によると，ト
タン塀は平井家入居時にはあったが，建仁寺垣があったか
どうかはわからないという。
このことから，「緑ヶ丘社宅」より「常務社宅」の方が
後に描かれた図面と考えられる。なお，図面の部屋名称は，
創建時，緑ヶ丘社宅，常務社宅の順に簡略化され，部屋は
大きさでの表示となる。
5.建築年について
平井邸の調査時に，屋根裏から幣串が出てきた（図18）。
それは2階小屋組の棟木に打ち付けられていた（長さ1265
mm，厚さ33mmの角材）。幣串には施主名や年月日（上棟
式）が墨書されることがあるが，その種の記載はなかった。
前節で紹介したように「常務社宅（平井常務）候補」の
図面（図面資料No.8）に，昭和7（1932）年との鉛筆書きが
ある。これが当該住宅の建築年の根拠となっていた。
しかしながら，若目田利助が当該住宅の所有権の登記を
したのが昭和6年12月2日であったので，昭和7年は建
築年ではなくなる。さらに，登記は建物完成後任意になさ
れるので，昭和6年も竣工年とは限らない。
傍証となるが，別の観点から建築年を推察してみる。図
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表－1 部屋名称の相違
創建時の図面 緑ヶ丘社宅 常務社宅
応接室 同左 洋間
居室 客間8帖 8帖
主婦室 居間6帖 6帖
化粧室 2帖 同左
茶の間 同左 6帖
（2階）8 居間8帖 8帖
（2階）4.5 居間4.5帖 4.5帖
図16 敷地北東隅に残るトタン塀
図17 四つ目垣
図18 幣串
図19 創建時の建物案内図
面資料No.4の配置図には当該住宅の案内図があり，目蒲
線と大井町線の路線が書き込まれている（図19）。目蒲線
は大正12（1923）年に開業，大井町線は昭和4（1929）年
11月に自由ケ丘（現，自由が丘）二子玉川間を，同年12
月に大岡山自由ケ丘間をそれぞれ開業している
10）。
同案内図には出願地と書かれていることから，当該住宅
が建てられたのは大井町線開業後となる。このことから，
建築年は昭和5年から登記された昭和6年12月までの間
と考えられる。
6.主要諸室について
1）玄関（図20～24）
玄関前の車寄せは市松模様の格天井を持ち，その下のテ
ラスは人造石塗り洗出し仕上げである。玄関はガラスの引
戸であり，その前に板戸が付く。
土間は3畳大で，人造石塗り研出し仕上げとする。土間
に水取り勾配があり，玄関正面向かって右手前隅に排水溝
がある。土間の横幅一杯に式台があり，その前に沓脱ぎ石
を置く。
土間の右手に造り付けの下駄箱を設ける。その奥行は内
法で858mmあり，下駄箱としては深い。土間から上が
り框までの高さは450mm，天井高さは2618mmである。
天井の縁に鏡板を回し，その中を竿縁天井とする。
玄関の間は4畳大の板敷で，上がり框に舞良戸を付ける。
玄関の間の天井高は2524mmで，長押を回し，竿縁天井
を持つ。玄関の間には押入があり，それは下駄箱の上に設
けられている。下駄箱の奥行が深いのは，押入の大きさに
合わせているからである。
2）応接室（図25～33）
天井高さの約3分の2までをベニヤ製のパネルで覆い，
残り3分の1を白の上塗りとする（一部壁紙を貼る）。西面
の中央は凸状に張り出し，ダイヤガラス入りの窓を嵌める。
東面に造り付けの書棚があり，地袋と天袋の間を引違いの
ガラス戸とする。東面の右手に縁側に通じるドアがある。
南面に引違いの窓が，北面には横幅910mmのドアが付
く。床は寄木張りで，天井は中央を一段高くした格天井と
し，床からの高さは2890mmである。
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図22 玄関の板戸
図23 玄関土間
図24 玄関土間の天井
図20 車寄せ
図21 車寄せ見上げ
天井隅の対角線上の2ヶ所に換気口を設ける。天井板は
表面の一部がめくれており，薄くそいだ突板である。
応接室関連の創建時の図面（図31）では，南面は窓では
なく戸口であり，北面に「色漆」の記載がある。
まず，戸口については，聞き取りならびに戸口の外部に
庭へ下りる階段が残っていること（図32），さらに平井家
提供の写真（昭和51年撮影:図33）から，図面通りの造作
がなされていたことがわかる。色漆については，壁面の
一部に亀裂があり，そこにねずみ色の漆壁が見えた。
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図25 応接室東面
図26 応接室西面
図27 応接室南面
図28 応接室北面
図29 応接室の天井 図30 寄木張りの床
図31 創建時の応接室展開図
図32 応接室外階段と
庇が残る。
図33 応接室南面戸口
（撮影昭和51年3月）
3）居室（図34～37）
北面の右に床の間を左に違い棚を設け，床の間手前に書
院を付ける。西面には押入のほか，タンス，そして軸入れ
用の収納を造り付けとする。東面にある書院は角をとった
八角形である。南面には引違いの猫間障子を建て付け，欄
間窓を設ける。長押を回し，猿の竿縁とする。長押の上
は土壁で，天井高さは2934mmである。
ところで，居室に設けられた押入の奥行は425mmで，
通常の3尺（909mm）の奥行がないので，布団を収納でき
ない。そのためこの部屋は寝室として使わずに，客間を想
定していたのかもしれない。
ただし，居室と隣の主婦室の間の廊下に通常の大きさの
押入が設けられているので，寝室として使用することに支
障はない。
4）中廊下（図38～40）
中廊下の南側には，居室の裏に当たる所に押入が2つあ
り，それぞれ引違いの舞良戸が付く。その上には天袋があ
る。中廊下の中程に電話室があり，納戸に接して物入があ
る。同所で興味深いのは，創建時の図面の中廊下に「天マ
ド」の書き込みがあることだが（図40），実際には天窓が
あった形跡はなかった。
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図34 居室東側
図35 居室西側
図36 居室南側
図37 居室北側
図38 中廊下 図39 中廊下にあった
電話室
図40 創建時の中廊下に予定されていた天窓（「天マド」と表記）
5）主婦室と納戸（図41～43）
主婦室の東面に床の間と書院を設ける。ただし，この床
の間の鴨居には2本溝があり，もともとは押入であった
（敷居は改修されて溝の痕跡はない）。書院は縁側に面してあ
とふたつあり，ひとつは縦繁障子と菱欄間を持ち，その隣
に小舞竹を見せた下地窓を並べる。この下地窓の縁側面に
掛け障子が付く。南面には，居室と同じく猫間障子とし欄
間を設ける。長押を回し，その上を土壁とするのも居室と
同様である。
主婦室奥に7.5畳大の納戸があり，床は板張りである。
納戸の正面左には押入，右手にはタンス置き場が用意され
ている。また，納戸には中廊下に向かって欄間が付く。創
建時の中廊下の天井面に予定されていた天窓は，中廊下の
みならずこの納戸を明るくする意図があったことがわかる。
6）茶の間と台所（図44～50）
茶の間は天井を含めてすっかり改装されているが，創建
時の面影は南面の欄間に残る。茶の間と接する台所の南面
には，引違いのガラス戸を持つハッチが残る。台所の西面
には中廊下へ通じる板戸，その左隣に物入がある。東面に
は横長の出窓があり，かつてここに流しのある台所があっ
たことがわかる。北面には洗濯機と洗濯流しが置かれ，そ
の右半分は勝手口の土間である。
創建時の図面では台所の東側に出窓はなく，出窓が書き
足されている（図50）。流しの前には出窓があった方が便
利なこと，現在の出窓に嵌められた鉄格子は，他の箇所の
鉄格子と同じで古いことから，台所の出窓は創建時からあ
ったと考えられる。
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図41 主婦室東側
図42 主婦室南側（右に書院窓，左に下地窓）
図43 主婦室に続く納戸
図44 茶の間北側
図45 茶の間南側に残る欄間
図46 台所東側
7）縁側（図51，52）
縁側の庭側の鴨居は，2本ぎの杉丸太である。応接室
よりの丸太は長さ5624mmで直径180mm（末口160mm），
茶の間よりの丸太は長さ 7888mmで直径 220mm（末口
145mm）である。創建時の図面には「吉ノ丸太 末口5寸」
との記載がある（吉ノは吉野スギのこと）。
8）便所（図53～55）
隣り合う2つの便所の相違は，玄関に近い来客用の方が
大きいことである。来客用の便所にはタイル張り（タイル
一つは110mm角）の床ならびに腰壁（高さ910mm）が残る。
腰壁から上は漆壁である。天井高さは2996mmで，竿
縁天井を持つ。家族用の便所の内装は改修されている。
―16―
図51 1階縁側
図52 同杉丸太の桁
図47 台所西側
図49 台所北側
図50 台所東側の出窓の書き込み
図48 台所南側
図53 2つ並ぶ便所
来客用の便所の戸は縦羽目板で，上に模様入りガラスが
入る。家族用のそれは舞良戸で，上に同じく模様入りガラ
スが入る。
9）内玄関（図56，57）
土間はコンクリートで，土台（115mm）の上に幅木（203
mm）があり，漆壁とする。式台の土間からの高さは360
mm，板の奥行は438mm。玄関の戸口は欄間共々スリガ
ラスで，中廊下側はガラス戸である。天井高さは 3023
mmで，竿縁を持つ。内玄関の外側には板が打ち付けら
れ，出入りは出来ない。
10）化粧室（図58，59）
北面の柱間一杯に引違い窓を付け，出窓とする。出窓の
前に板（奥行247mm）を敷き，その下の左半分を地袋，右
半分を掃出し窓とする。天井高さは2197mm。床は畳か
ら板張りに改修され，壁は漆仕上げである。出入り口は
引違いのスリガラス戸で，北側に縦繁のスリガラス戸を設
ける。
11）洗面所と浴室（図60～63）
洗面所の洗面器回りはタイル張りで，流しは陶製。漆
壁で，天井高さは2229mmである。
浴室は，北と南側にそれぞれ2枚の引違い戸がある。北
面にはさらに横軸の回転窓が付く。その回転窓の右寄りに
煙道の痕がある。天井は段差（158mm）をつけて，一番高
いところ（高さ2417mm）を網代にしている。この網代天
井の周りの4面に換気口があり，その上の屋根を千鳥破風
として，湯気を逃がすようにしている。
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図56 内玄関 図57 内玄関外観
図54 便所（客用） 図55 便所（客用） 図58 化粧室 図59 化粧室外観
図60 洗面所
図61 浴室
図62 浴室外観
浴室の腰壁まで白タイルを張り，その上を縦羽目板とし，
目地を半割の竹で止める。浴室の北面の右半分は同型のタ
イルで改修されている。なお，浴室の外側には引き戸と戸
袋が付く。
12）女中室（図64，65）
左手（西側）に押入がある。現在襖はないが，敷鴨居に2
本溝が残る。右手に板張りの物置（1968mm×457mm）が
ある。床は畳から板張りに改修されている。壁は漆で，
天井高さは2187mm。なお，天井近くに女中呼出し用の
呼び鈴が残る。
13）2階:縁側（図66，67）
縁側の幅は1825mmあり，広縁と呼んでよい。庭側の
鴨居は杉丸太ではない。天井高さは2661mmで，東奥に
舞良戸付の押入を設ける。縁側西端の引違い窓は，かつて
は応接室の上に造られたバルコニーへの出入り口であった
が，ここに屋根を架けてからは閉じられている。
14）2階:8畳間と納戸（図68～71）
東面に押入と書院付きの半間の床の間がある。書院は小
舞竹を見せる下地窓である（1階同様に縁側に掛け障子が付く）。
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図64 女中室
図65 女中室に残る呼び鈴
←
図66 2階縁側（広縁）
図67 同西端にある引違い
窓はバルコニーへの出
入り口であった。
図63 浴室内北側の新旧のタイル（矢印の範囲が新タイル）
←
→
図68 2階8畳間にある下地
窓の掛け障子
図69 2階8畳
南面は猫間障子で欄間を設ける。土壁で，長押があり，天
井高さは2793mmで，猿天井を持つ。
納戸は漆壁で，北面の間口一杯にガラス窓がある。天
井高さは2618mmで竿縁を持つ。
なお，納戸の外側（北側）の窓は板で覆われている。
15）2階:4畳半（図72）
東面にタンス置き場と引違いの模様入りガラス戸が付い
た書棚（中は5段）があり，天袋を付ける。北面に引違い
のガラス戸が入る。南面は額入り障子で，欄間が付く。土
壁で長押を回し，竿縁天井までの高さは2658mmである。
平井家入居前からあったという照明器具を以下に紹介す
る。玄関の間（図73），中廊下（図74），1階縁側（図75），
洗面所（図76），居室と主婦室との廊下（図77），2階4畳
半（図78）。
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図70 2階納戸
図71 2階外観北側
図72 2階4畳半
図73 玄関の間の照明
図74 中廊下の照明
図75 1階縁側の照明
図76 洗面所の照明
図77 居室と主婦室との
廊下にある照明
図78 2階4畳半の照明
7.改修の痕跡について
主として柱に残る痕跡を示したのが図79である。以下，
箇所ごとに番号を振って考察する（表－2）。
被せ板は，柱の痕跡を隠すために取り付けられる。①の
箇所（図80）は被せ板をがして確認する必要はあるが，
創建時の図面では真壁であり，貫穴小舞穴があると考え
られる。②，③，④の箇所は図面では戸棚であり，中廊下
側に開き戸がある。このうち②は貫穴小舞穴が確認でき
るので（図81），ここはもと真壁であったことがわかる。
②の対面にある③は同様に貫穴小舞穴があると考えられ，
②と③は壁で閉じられていたことになる。④の壁が周辺の
壁より新しいのは，もとここに戸があり，後日壁で閉じた
からである。
創建時の図面には，この戸棚に（図40），②と③に矢印
（壁から戸口に改変），④に壁を表示した書き込みがある。同
箇所については平井氏の記憶にないことから，平井家入居
前に改築されたと思われる。
⑤と⑥の箇所は創建時の展開図では，3段の収納となっ
ている（図82）。⑤の柱には，床から890mmの高さに貫
穴（成 42mm）が，そこから 870mm上にもう一つ貫穴
（成40mm）があり（図83），鴨居に被せ板がある（図84）。
⑤の柱に残る2ヶ所の貫穴は，もと3段の収納があった痕
跡となる。そして⑥の鴨居の被せ板は，上段にある棚の引
違い戸の溝跡を隠しているのである。
⑦の浴室については，浴室内北側の更新されたタイル張
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表－2 痕跡
箇所 状況 創建時図面の仕様
① 柱一面に被せ板 真壁
② 柱の中央にのみ被せ板
貫穴小舞穴あり
真壁
③ 柱一面に被せ板 真壁
④ 壁は更新 中廊下側に開き戸
⑤ 柱の半分を内装壁で隠す。
柱面の2ヶ所に貫穴あり
3段の収納に引違い戸
が入る。
⑥ 鴨居一面に被せ板 引違い戸
⑦ 浴室のタイル張り更新 外側は押縁下見
図79 痕跡図
図80 茶の間西側の書院窓
の柱に残る被せ板
図81 1階納戸に残る貫
穴①小舞穴②
図82 台所北面
← →
← ①
← ②
りの外側に，引戸と戸袋が残る（図62，図85）。ただし，
創建時の図面では，現在引戸のある箇所には押縁下見が張
られ，戸袋のある箇所に戸（引戸か開き戸かは不明）の表示
がある（図14）。つまり，図面と現状は逆になっている。
同図面の押縁下見と戸口に×印の書き込みがあり，それ
は戸口の変更を意味している。平井氏によると，タイルが
更新されている所に戸口があり，女中さんが薪をくべて外
焚をしていた記憶があるという。そして，浴室の4面に張
られたタイルは，⑦の更新箇所以外は同じであることから，
当初から浴槽に面した北側に戸口があったと考えられる。
このことから，図面上の戸口の×印は着工前の加筆と思わ
れる。
8.平井邸の特徴
以上の考察を踏まえ，平井邸を様々な視点から分析する。
施主である若目田利助の考え方が住宅に影響を及ぼして
いたとすれば，それはどこに現れているのだろうか。そも
そも，若目田が社長に就いた日本電話工業は大阪市にあっ
た。奥沢に住宅を建てた昭和5，6年，当地に居を構えた
背景には何があったのか。
『日通工75年史』で，大正末から昭和初期における若目
田の行動を探ってみる11）。
大正7（1918）年2月，日本電話工業の社長就任後，親
会社である川北電気企業社は，同社の一部を日本電話工業
と合体させ，川北電機製作所をつくった。社長は同じく若
目田であったが，彼自身は東京放送局（後の日本放送協会），
日本ラジオ協会設立のため多忙となり，大正13（1924）年
に社長を退いている。その後，昭和5（1930）年のアメリ
カで勃発した恐慌が日本経済にも及んだ。川北電機製作所
は他企業を吸収して京都電機となって，社の存続を図るが，
不況に苦しめられることになる。若目田利助が社長として
再登場するのは，昭和7年11月からで，このとき社名は
もとの日本電話工業に戻される。
したがって，大正13年以後，若目田は現在のNHKを
はじめ放送関連の設立に奔走していて，昭和5，6年，日
本放送協会の関東支部理事を務めている12）。自邸を建て
たこの時期，彼は東京を拠点に活動していたのだった。
若目田は逓信省時代に，多数の本を執筆している。国立
国会図書館には，若目田の著作（共著，編著，再版を含める）
は15冊ある。創建時の平面図に，書棚をはじめ奥行の浅
い押入と物入が見られるのは，彼が多くの文献資料を持つ
蔵書家であったためではないかと思われる。
また，1階と2階にはそれぞれ納戸があり，これら収納
の延べ面積は1階で30.40m2，2階で14.86m2の計45.26
m2となる。現況床面積（229.7m2）で割ると0.197，約20％
が収納となり，収納空間への施主の強い関心が窺われる。
昭和5，6年当時の若目田家の部屋の使われ方はわから
ないが，高級な家具を置いた応接室は完全な客間であった
ろう。応接室のソファー，椅子，円テーブル等一式は，そ
のまま平井健吉が家と共に購入したもので，関係資料No.
8に記されていたように，応接セットに10万円の値が付
いていた（図86）。現在の価格に換算してみると，応接セ
ットは200万円以上となる。
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図83 台所北側の柱に
残る貫穴
図84 同鴨居の被せ板
図85 浴室外部戸袋に
戸出し穴が残る。
→
→
→
図86 応接セット
間取りの上では，同邸は玄関脇に洋間を設けた和洋折衷
式であり，さらに，廊下で南側の座敷，主婦室，茶の間と，
北側の水回り，内玄関，女中室を分離した中廊下式という
ことになる。その意味では大正から昭和初期にかけて流行
した住宅に属する。この中廊下式については以下のように
位置付けられている13）。
「明治以降の近代化により，新しい社会階級としてサラ
リーマン階級が登場した。このサラリーマン住宅の初期の
例として中廊下型住宅があり，この型は戦前の日本の都市
中流住宅の一つの典型であった。その特徴は，家の中に生
産の場をもたないことと，部屋間を廊下を使って行き来で
きるため，部屋の独立性が高まったことだった。しかし，
部屋を襖で仕切る点ではそれまでと同じで，プライバシー
の確立とまでは行かなかった。さらに，家父長制度の下，
座敷，応接間など主人の場所，接客の場所が重視された型
であった。」
以上の定義からすると，当該住宅は確かに中廊下式であ
り，なお家父長制度の色濃い産物ではあるが，主要各室は
収納あるいは廊下によってすべて独立してプライバシーが
確立されている点は特筆できる。主要諸室の独立性は，若
目田の留学体験と関係していたのかもしれない。
諸室を独立させるには相応の規模が必要である。それは，
浴室には洗面所とともに化粧室を併設させ，便所を2つ並
べていることからもわかるように，建坪約175m2（53坪）
ならではの空間的余裕の賜物とも言える。
なお，平井健吉の入居用の図面（No.8常務社宅候補）に
は「間取的ニ否能率ナ建物ト思考スル」という但し書きが
あったことから，当該住宅は，昭和20年代には時代遅れ
になっていたと考えられる。
玄関土間（1.5坪）は現代の感覚からすれば大きい。当時
の文献には，1坪の土間は20坪内外の住宅，24，25坪位か
らの住宅では1.5坪，1.5坪以上の玄関は普通住宅としては
不要とある14）。当該住宅の土間は最小限の広さであった。
通し柱について，図面資料No.2の「下屋小屋組之平面
図」には，通し柱が他の柱と区別されていたことを記した。
同図面には通し柱は7ヶ所ある（図87:①～⑦）。
通し柱は，階段室のような吹抜けのある所以外では確認
は難しいが，図面上に記された通し柱を目安に実際に何ヶ
所あるのかを考察する。
7ヶ所の通し柱のうち②は階段室にあり，通し柱である
ことがわかる（図88）。また，⑦の柱は，2階の押入の床
板の隙間から通し柱であることが確認できた。以下，7ヶ
所の柱を実測した結果は表－3の通りである。
これら7ヶ所の柱はほかのどの柱よりも大きいので，図
面通りに通し柱は7ヶ所あったと考えられる。
通し柱については，「二階の部屋と下の部屋とが，なる
べく同じ位置になるやうに置くのが宜しいのです。さうし
て出来る丈け二階の四隅の柱が，下と上ときちつと合ふや
うにすれば一番工合がよいのです。さうすれば二階の隅々
の柱が，下まで通柱（略）に出来て，家の組方のきまりが
よくなります。また荷の掛り工合から云つても，上の荷が
真直ぐ下に伝はるやうになつて無理が起きませぬ。」15）と
されていた。
以上の解釈に基づけば，通し柱は2階の北東隅にもう1
本あるとよいことになる。同箇所の真下は1階の納戸にあ
るタンス入となり，そこに柱はない。仮にここに通し柱を
入れると，戸棚の奥行は半間となり，これでは深すぎて物
の出し入れは不便となる。収納場所としての使い方を優先
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図87 通し柱の位置
表－3 通し柱の寸法（単位は㎜）
1階の柱 2階の柱
1 132×133 131×134
2 133 134
3 135 真壁のため実測不可
4 130 134
5 134×136 135×133
6 135×134 134
7 135 136×137
図88 階段室の通し柱
（図87の②）
したことになる。
実測の結果，通し柱のほか，当該住宅には次の3種の大
きさの柱が使われていた。105mm前後（3.5寸），115～
120mm前後（3.8寸～4寸），130mm以上（4.3寸以上）。
通し柱はすべて130mm以上，通し柱同士の間に入る
管柱はすべて 115mm以上，それ以外はほとんどが 105
mm前後で使い分けられていた。
その他，意匠上で目立ったところを2つ指摘したい。
まずは，創建時の応接室が陸屋根を持っていたことであ
る。立面図では，同箇所は両端がやや丸みを帯びたモルタ
ル仕上げである（図12）。この陸屋根で遊ぶ幼少の平井進
氏の写真が残っている（図89）。その写真ならびに図33か
ら，パラペット（手壁のこと）の高さは約90cmで，床に
市松模様のタイル張りがなされていたこと，パラペット上
には金属の覆いがあり，隅に丸みはなかったことがわかる。
建物全体に桟瓦葺きで押縁下見を持つ伝統的な仕上げの
中に，モルタル仕上げの陸屋根が組み込まれた創建時の外
観は，見る人に和洋の鋭い対比を印象付けたことであろう。
この種の事例に，世田谷区梅丘に現存するK家住宅が
ある（昭和7年築:図90）。ただし，K家住宅の陸屋根の先
端は洋瓦で葺いている。
次に，応接室に見られる幾何学的な造作である。同部屋
の西面は凸状に張り出していて，立面は同じく階段状にな
っている。その出窓の桟も両端では梯子状に横線が加えら
れている（図91）。さらに天井の換気口は4辺から鏡を3
段重ねたようなパターンの繰り返しとなっている（図92）。
こうした特徴は，アールデコ様式に見られる。アール
デコそのものは1920年代から1930年代にかけて流行した様
式で，意匠的には直線的で無機的，幾何学的，左右対称的，
立体的であり，放射線や流線形，ジグザグの線や円形をモ
チーフにし，それらを組み合わせたデザインを主とする16）。
世田谷区には，アールデコの影響を上町の尾澤醫院に
見ることができる（昭和7年
築）。同医院の車寄せの柱に
は，縦軸に円と半円を繰り返
した文様が（図 93），同車寄
せの手には中央に半円が左
右交互に入り，その両側に梯
子状の幾何学文様がある（図
94）。また，アールデコと称
される建築の多くにスクラッ
チタイルが用いられた17）。
それに比べれば，平井邸の場
合のアールデコの影響は限
定的である。
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図89 バルコニー上の
幼少時の平井進氏
図90 K家住宅
図91 応接室西面
図92 応接室天井の換気口
図93 尾澤醫院の車
寄せ（部分）
の格子
図94 同車寄せの
手
結 論
以上の考察を通じて，平井邸（旧若目田利助邸）について
は次のようにまとめられる。
・同住宅は昭和5（1930）年から翌6年末までの間に建て
られた規模の大きな建物で，床面積は1階174.9m2，2階
54.8m2，計229.7m2（69.5坪）である。
・創建時の施主は若目田利助（1879～1960）で，彼は逓信
省の技師であり，日本電話工業の社長を務め，またNHK
等の放送関連の協会設立に尽力した。昭和26（1951）年，
日本勧業銀行の社宅となり，昭和29年に当該住宅を買い
取った平井健吉（1900～1993）は日本勧業銀行常務で，関
連企業の社長を務めた。若目田利助は功成り名遂げた人物
であったことが，旧態依然とした間取りを持つこの中古住
宅を平井健吉に買い取らせた背景にあったのかもしれない。
真意はさておき，同住宅は上位中産階級の人の住まいであ
り続けた。
・当該住宅は，玄関脇に洋間を配した大正から昭和初期に
流行した和洋折衷式で，中廊下式の間取りを持つ。しかし，
中廊下の南側は収納で占められ，居室と主婦室にそれぞれ
直接行けないため，これら2室間に別に廊下を設けている。
・その結果，従来の中廊下式住宅に比べて主要諸室の独立
性は強くなり，プライバシーが確保されていた点が特筆で
きる。
・1，2階にある納戸をはじめとした多くの収納の存在は，
当住宅の大きな特徴であり，実に床面積の約2割を占める。
それは，多くの著作を執筆した若目田の強い希望によると
考えられる。
・通し柱，通し柱同士の間に入る1，2階の管柱，それ以
外の下屋の柱は，それぞれ寸法を変えており，適所に柱が
配分されていた。
・モダニズムの影響を感じさせる洋間の陸屋根には戦後屋
根が付き，設備の更新により台所をはじめとした水回りは
改造されたが，それ以外は創建時の姿をよく保持している。
・概して，戦前の家具類は残ることは少ない。当該住宅に
は多くの照明器具が残り，とくに洋間の応接セットは創建
時のインテリアの好みをよく伝えていて貴重である。
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